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「メディアは平和創造に
貢献できるか」

単著 2021年5月

〇

ビジネスの本分は偉大な社会の創造に参加することだ。偉大な
社会とは人々が恐怖に苛まれず豊かに暮らせる社会のことであ
る。そのためにはビジネス界も平和創造に寄与することが必要
だ。とりわけ爆発的にデジタル情報産業が成長する中で人々に
必要かつ正確な情報を提供するメディアの役割は大きい。

「トランプ現象は熱病
だったのか」

単著 2021年5月

〇

20世紀に入ってからの米国政治には理想主義と現実主義が交互
に台頭する30年周期があり、経済的には市場主義に対する不信
と信頼が周期として現れる。私的利益を追求する現実主義のサ
イクルに登場したトランプ政権の影響で企業も公共の利益より
も私的利益を追求する弛緩した時代に入った。

「世界平和が担保されな
い現実～ダボス会議とウ
クライナ戦争」

単著 2023年1月 経営者は株主や顧客だけでなくすべての利害関係者に配慮すべ
きという理念で創設されたダボス会議が大転換期を迎えてい
る。グローバリズムを深めても格差が拡大し世界平和は担保さ
れない現実をつくつけられているからだ。これからの経営者は
どんな視座に立つべきかを考察。
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「バイデン時代の地政学
と日本」

単著 2022年7月 米国の対中経済制裁、コロナパンデミック、ウクライナ戦争な
どによるグローバル・サプライチェーンの寸断で、多くの物
資、とくに半導体の不足が企業経営に大きな影を落としてい
る。世界最重要テクノロジーを巡る国家間の攻防はダイレクト
に企業経営に影響を与える。要となるバイデン米政権の施策か
ら経営リスクを分析する。
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「アメリカ大統領選挙を
終
えて～これからの国際動
向」

単著 2021年1月 トランプ大統領が政権から去り、世界は安堵した。だが「狂気
と幻想のファンタジーランド」と呼ばれる宗教大国の米国の暗
部が浮き彫りになり、グローバリズムは新冷戦と呼ばれる対立
の構図に置き換わった。格差を助長するオバマの”アメリカ
ン・コーポラティズム”を引き継いだバイデン政権下で経営者
はどのようなリーダーシップを発揮すべきかを考察する。

「習近平の野望」 単著 2023年1月 強権的政治を推し進める中国の習近平主席の思考と戦略の裏に
隠された世界制覇の野望と今後の中国の先行きを展望。

「政情不安が一掃されな
いタイ総選挙」

単著 2023年5月 微笑みの国として知られるタイ王国で行われた政権交代を賭け
た下院選挙結果で浮き彫りになった同国の政治的分断、激しい
貧富の格差、王室の凋落を分析。

「一筋縄でいかぬトラン
プ訴訟の行方」

単著 2023年6月 米国史上初めて起訴された前大統領ドナルド・トランプの衝撃
的な起訴状の内容を分析。それでもなお減らないトランプ支持
が象徴する米国の分断の深刻さを解説。

「イスラエル・ハマス戦
争のゆくえ」

単著 2023年11月 イスラム武装勢力ハマスがイスラエルに大規模奇襲攻撃を敢行
したことから始まったイスラエルとハマスや周辺のアラブ諸国
との血で血を洗う争いの政治的、歴史的背景を分析・解説。

「異例な展開となった米
大統領選挙」

単著 2024年2月 虚言、暴言、妄言で世界秩序を揺るがせた挙句に刑事被告と
なったトランプ前米大統領と高齢の現職バイデン大統領の対決
となった２０２４年大統領選の異例さの背景と共にトランプ再
選の可能性と問題を分析。

「ウクライナ戦争の終わ
らせ方」

単著 2024年3月 これまでの主な戦争の歴史を振り返りながら、ウクライナ戦争
の先行きを分析。ロシアのプーチン大統領やアメリカのバイデ
ン大統領の思惑や欧州の動きを解説。地政学の重鎮ヘンリー・
キッシンジャーの考え方も分析。

「忘れられた戦争～ミャ
ンマー内戦」

単著 2024年5月 世界の関心が中東やウクライナでの戦争に集まる中、日本と馴
染み深いアジアの仏教大国で起きている血みどろの内戦の現状
とその背景を分析。「これは忘れられた戦争であり、人道に対
する組織的犯罪」ということを明らかにした。
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「欧州全体で力を増し始
めた危険な極右勢力」

単著 2024年6月 世界各地で顕著になってきた独裁体制や極右の台頭を欧州の議
会選挙結果を中心に分析。その背景にある移民・難民の流入、
貧富の格差、ウクライナ戦争によるエネルギー危機などを詳ら
かにした。

「米大統領選のゆくえ」 単独 2024年7月 アメリカ大統領のゆくえと欧州情勢を分析した内容の講演。

「トランプ暗殺未遂の衝
撃」

単著 2024年7月 世界に衝撃が走ったトランプ暗殺未遂をきっかけにアメリカに
おける大統領暗殺・暗殺未遂の影響とその歴史を分析。さらに
暗殺未遂事件が流血の議会議事堂事件を扇動したトランプが一
夜にして被害者にすり替えたメディアの実情も考察。

「米大統領選の課題と展
望」

単独 2024年10月 アメリカ大統領選に見る今後の課題と展望を元米国通商代表補
代理グレン・フクシマ氏と講演・対談。

「再びトランプワールド
で世界はどうなる」

単著 2025年1月 第二次トランプ政権が第一次政権とどう違うのかを分析。さら
にテスラや宇宙ビジネススペースXなどの創設者で大富豪の
イーロン・マスクがどのような思惑を抱きながらトランプ政権
に参画したかを考察。
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